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背 景

■ ICTの進化
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■ 医薬品分野におけるデータベースの活用
• 処方チェック

• 医薬品情報の提供 等

• スマートフォン等モバイル端末の爆発的な普及

「医療の質」や「医薬品の安全で適正な使用」には

患者を中心とした医療の推進が肝要

患者及び医療従事者が互いに活用可能なICTツールの構築

■ 在宅医療の推進
• 薬剤師の在宅医療業務への参画



目 的
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データベース

患者、医療従事者による共有

患 者 情 報

「いつ・だれが・どこで・どのように」利用するか？
利用者と利用場面を想定したICTツールの構築

患 者 医療への主体的参加意識向上

システム利用時における患者情報の再登録業務軽減医療従事者



方 法

■環境： Apple Inc. iPad （iOS 6.1.3）

■ 構成：
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■ 医薬品データベース：
• 医薬品マスタ
• アレルギー
• 薬の適正使用のための禁忌病名
• 重篤副作用発見のための初期症状 等

• 患者情報の登録／修正／閲覧

• 医薬品データベースから取得した情報の確認

• 服薬指導内容の記録／閲覧

患者操作画面

医療従事者操作画面



患者情報の登録①

■操作性の考慮：
ボタン操作による登録
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■ データベースの関連付け：
薬剤アレルギー

■ 操作性の考慮：

■ データベースの関連付け：



患者情報の登録②
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■ データベースの関連付け：
医療用医薬品マスタ

■ データベースの関連付け：
ＯＴＣ医薬品マスタ

■ フリー入力スペースを設置

薬剤登録画面は「医薬品マスタ」と関連づけてあり、
データベースから検索・登録が可能

■ データベースの関連付け：

■ データベースの関連付け：



薬の適正使用のための
禁忌病名
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疾患情報登録画面は
「薬の適正使用のための禁忌病名データベース」

と関連づけてあり、データベースから検索・登録が可能

■ データベースの関連付け：

患者情報の登録③



データベースの活用
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薬の適正使用のための禁忌病名データベースと関連付け

患者操作画面

医療従事者操作画面

商品名 添付文書の病名※ 疾患名 注意レベル

ロキソニン錠６０ｍｇ 消化性潰瘍
消化管潰瘍

禁止
アクトネル錠２．５ｍｇ 食道潰瘍 慎重投与
アクトネル錠２．５ｍｇ 胃潰瘍 慎重投与

※ 添付文書に記載されている投与制限に関する病名



医療従事者操作画面
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患者情報の確認

併発疾患と薬剤の禁忌情報の確認

備考欄

■ 医薬品データベースから取得した情報：

• 薬の適正使用のための禁忌病名

→ 患者の併発疾患に投与制限のある薬剤を確認

• アレルギー

→ 患者にアレルギーのある薬剤を確認 等

■ 服薬指導内容の記録と閲覧：

• 指導した内容をその場で登録

• 過去記録の閲覧

■ 「患者情報」と「データベース」の関連付けによって取得した情報：

■ 服薬指導内容の記録と閲覧：



まとめ
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■ 患者、医療従事者による患者情報の共有（一元管理）

→患者が直接操作することにより医療への
主体的参加意識向上

→患者情報の再登録が不要とるため、
医療従事者の業務軽減

■ 場所を限定せずに医薬品データベースを活用

→タブレット端末で機能が完結しているため、
在宅でも利用可能

人的・場所的問題の解決に寄与


